A Study of the Effect of Structured Group Encounter on Middle School Students： Aiming for Revitalization of FiXed Human Relations by 山口 豊一 et al.




















A Study of the Effect of Structured Group Encounter on Middle School Students: 
Aiming for Revitalization of Fixed Human Relations 
山口豊一・西野秀一郎・市川実咲 
関知重美・下村麻衣・高橋美久・野島一彦 
Toyokazu YAMAGUCHI，Syuichiro NISHINO，Misaki ICHIKAWA 





カウンター（Structured Group Encounter:以後，SGE と表記）を通して，自尊感情や友人関係，
学習意欲の変化を検討した。中学 1 年生を対象とし，SGE 体験群と SGE 非体験群に分け，1 か月









































する 1 小 1 中という状況下に置かれている。上記のように，中学生と小規模校，1 小 1 中といういく
つもの要素が重なって，人間関係が益々固定化され，緩和が難しくなることが推察される。そのため，





































小規模の公立 A 中学校において，第 1 学年のうち 1 学級を SGE 体験群 35 名（男子 17 名，女子
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３．調査手続き 
(1) SGE 開始前に質問紙調査を行う。 
(2) 1 回 50 分の SGE プログラムを週 1 回 1 か月の間で 4 回行う。 
(3) 全 SGE 終了後，再度質問紙と自由記述を用いた調査を行い，さらに，SGE 体験群から無作為に





人間関係」を除いた 12 項目から構成されている。なお，回答方法は 5 件法を用いた。「まったく思わ
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ない」「あまり思わない」「ふつう」「わりにそう思う」「とてもそう思う」の 5 つから測定した。 
(2) 自尊感情尺度（山本・松井ら，1982）：Rosenberg(1965)の Self Esteem Scale の 10 項目を翻訳
したものを用いた。「自分に対して肯定的である」「だいたいにおいて，自分に満足している」などか





 SGE プログラムは 50 分で 4 回行われた。1 回のプログラムはウォーミングアップ/エクササイズを
合わせた２つから構成されている。なお，プログラムは「構成的グループエンカウンター事典」（國
分ら，2004）より引用した。 





 無人島を脱出するために提示された手段に優先順位をつける。そして 5，6 名のグループになり，
議論した上で一つの意見を出す。 
(2) 2 回目 
・誕生日チェーン（ウォーミングアップ） 
 クラス全員で行う。無言で身振り手振りによって自分の誕生日をクラスメイトに知らせ，4 月生ま
れから 3 月生まれまで誕生日順に一列に並ぶ。 
・二者択一（エクササイズ） 
 「都会／田舎」などの 2 つの相反する言葉から好きなものを 1 つを選ぶ。5，6 名のグループにな
り，選択したことについてシェアリングする。 
(3) 3 回目 
・数かぞえ（ウォーミングアップ） 




てはまると思う言葉を 3 つ選ぶ。そしてグループでシェアリングする。 






 5，6 名のグループを作り，無言で一つの大きな紙にみんなで協力して一つの絵を作る。 
 
６．面接調査内容 
4 回の SGE プログラム終了後，全プログラムに参加した生徒の中から任意に 4 名を選び，1 名に




(4) 次回 SGE をやる機会があるとするなら希望すること 
(5) SGE 開始前と終了後で変化したこと 
 
７．分析方法 
















小規模の公立 A 中学校において，第 1 学年のうち 1 学級を SGE 体験群 35 名（男子 17 名，女子
15 名，性別不明 3 名），もう 1 学級を SGE 非体験群 34 名（男子 16 名，女子 16 名，性別不明 2 名）
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として対象者とした。以上のうち，性別に関する欠損が見られたため，有効回答者数は SGE 体験群
が 32 名（男子 17 名，女子 15 名），SGE 非体験群が 32 名（男子 16 名，女子 16 名）となった。以


























11　私は、授業中、一生けんめい勉強しています。 .76 -.08 .53
8 　私は、きらいな科目でも努力して勉強しています。 .74 -.12 .47
10　私は、興味を持って勉強しています。 .72 .10 .60
9　 私は、授業でわからないところは、すすんで先生に質問します .58 -.06 .31
7 　私は授業中、自分の考えを言う（発表する）ほうです。 .46 .12 .28
12　私は、勉強は大切だと思います。 .36 .35 .37
Ⅱ.友人関係（α=.72)
2 　私の学級では、授業中、みんなで助け合って勉強しています。 -.05 .73 .50
5 　私の学級には、親しくしている友達がいます。 -.17 .69 .39
1 　友だちは、授業中、私に親切にしてくれます。 -.01 .66 .44
3 　私の学級では、授業中、みんなで助け合って勉強しています。 .01 .44 .20
6 　私の学級には、私の気持ちを分かってくれる友達がいます。 .30 .40 .36

















































































































3.83 3.82 4.00 4.10
(0.54) (0.69) (0.50) (0.53)
3.10 3.18 3.38 3.38
(0.55) (0.53) (0.59) (0.58)
2.96 2.94 3.00 3.14







⾃尊感情 29 24 1.14
N
1.89












プレ ポスト N プレ ポスト
Table2-2 SGE体験群における性別（男⼦・⼥⼦）と時期（プレ・ポスト）の2要因の分散分析
時期 性別 交互作⽤
3.71 3.67 3.95 3.98
(0.56) (0.74) (0.50) (0.61)
2.98 3.14 3.23 3.22
(0.56) (0.56) (0.52) (0.53)
2.90 2.85 3.02 3.04
(0.38) (0.58) (0.31) (0.58)
上段：平均値，下段：標準偏差
男⼦ ⼥⼦ 分散分析（F値）







友⼈関係 15 14 0.02
0.13
0.19
学習意欲 16 15 1.00 0.89 1.33
1.67
⾃尊感情 15 14 0.37 1.04
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3.97 3.75 3.83 3.86
(0.45) (0.46) (0.55) (0.75)
3.36 3.39 3.05 3.13
(0.59) (0.40) (0.55) (0.57)
3.17 3.05 2.90 2.90
(0.27) (0.59) (0.36) (0.59)
上段：平均値，下段：標準偏差
部活動の体験有 部活動の体験無 分散分析（F値）







友⼈関係 6 22 1.04
0.30
1.80
学習意欲 6 24 0.34 1.53 0.08
0.01
⾃尊感情 6 22 0.30 1.08
Table3-2 SGE⾮体験群における部活動のポジティブ/ネガティブ体験（有・無）と時期（プレ・ポスト）の2要因の分散分析
時期 体験 交互作⽤
4.22 4.33 3.90 3.88
(0.45) (0.44) (0.49) (0.58)
3.53 3.50 3.15 3.13
(0.44) (0.36) (0.57) (0.67)
3.08 3.20 2.91 2.98
(0.66) (0.59) (0.58) (0.62)
上段：平均値，下段：標準偏差 †p <.10
部活動の体験有 部活動の体験無 分散分析（F値）














友⼈関係 9 10 0.17
学習意欲 10 10 0.56



































































4.21 4.17 3.29 3.32
(0.30) (0.47) (0.26) (0.64)
3.46 3.39 2.53 2.85
(0.26) (0.43) (0.35) (0.52)
3.19 3.08 2.67 2.76
(0.18) (0.47) (0.28) (0.66)
上段：平均値，下段：標準偏差






友人関係 17 12 0.01
学習意欲 19 12 3.27†
†p <.10 ,  **p <.01 , ***p <.001
高群 低群 分散分析（F値）























1. 2 要因の分散分析の考察 
SGE 体験（体験群・非体験群）と時期（プレ・ポスト）の 2 要因の分散分析において「友人関係」
「学習意欲」には，SGE 体験群，SGE 非体験群において有意傾向の主効果が認められ SGE 体験群
＜SGE 非体験群となった。SGE 体験群と SGE 非体験群との比較において，SGE 体験で有意傾向の





































4.39 4.25 3.55 3.92
(0.19) (0.56) (0.32) (0.44)
3.71 3.53 2.77 3.10
(0.39) (0.51) (0.38) (0.62)
3.54 3.58 2.62 2.83
(0.31) (0.42) (0.45) (0.45)
上段：平均値，下段：標準偏差
⾼群 低群 分散分析（F値）







友⼈関係 12 10 1.68
8.28**
低群：プレ＜ポスト




*p <.05 , **p <.01 , ***p <.001
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本研究では，1 小 1 中の小規模中学校において，固定化された人間関係を活性化させることを目指
して SGE の効果を検証した。 
まず，「友人関係」は，SGE 体験によるアウトカム現象として，一時的に友人関係にネガティブな























そのため，「自尊感情」においても，1 小 1 中の小規模校ゆえの人間関係の固定化からの成長の影響
や生徒の成長の個人差との関係があるのではないかと推察される。 
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